














要約：中学生 534 人を対象として、反復性腹痛・過敏性腸症候群様消化器症状と心配事、

および、life　event との関連性を検討した。反復性腹痛の頻度は学年による特徴はみら

れなかったが、腹痛以外の過敏性腸症候群様症状は 3年生に多い傾向が認められた。しか

し、1 学期と 2 学期で、腹痛・過敏性腸症候群様症状とも、どの学年においても頻度に違

いがみられなかった。このことより、受験のストレスは、少なくとも 12 月までは、中学

生の消化器心身症状にあまり影響を与えない可能性が推測された。反復性腹痛で頻回欠

席・受診をする小児では、自分の健康状態に対する心配が大きく、腹痛自体よりも、そう

した心気的状態が日常生活に影響を与えている可能性が考えられた。経験した life　event

数の多少と消化器心身症状の頻度の間には一定の関連性は認められなかった。


